
第６７回全国私立学校審議会連合会総会（報告）	
 

	
 

１０月２５日から２６日の２日間、鹿児島県・城山観光ホテルを会場として、全国私立

学校審議会連合会第６７回総会が、全国から約１７０名の参加者を得て開催された。 
１日目は、総会終了後に専門部会が開催され、第１専門部会（専修学校・各種学校関係）

は、楠元洋子部会長及び福元紘副部会長の進行、助言者に岡本比呂志全専各連副会長、秋

葉英一全専各連理事を迎え、各協議題について審議を行った。２日目は、講演後に総会が

開催され、各専門部会の協議結果の報告等が行われた。 
なお、第１専門部会の協議題と内容等は次のとおり。 
第１専門部会（専修学校・各種学校関係）	
 

１．専修学校の単位制・通信制の導入に係る取組み・審査基準の改正状況について	
 

	
 提案支部より、改正された専修学校設置基準における、専修学校の単位制・通信制の導

入に係る取組み・審査基準の改正状況について、提案の経緯が説明された後、意見交換が

行われた。 
	
 通信制導入に対する具体的な情報が少ないため、全国の認可状況を見つつ、審査基準の

策定、変更を行う予定であるとの意見が出された。 
	
 都道府県ごとに違った審査基準でよいのか、共通のルール作りが必要なのではないかと

の意見が出された。 
	
 都道府県ごとの許認可の基準に大幅な差異が出るのは好ましくないとの意見が出された。 
	
 今後審査結果を審査基準に反映させながら、よりよい審査基準に形作っていくことが望

ましいとの意見が出された。 
	
 専修学校は現在、指定養成関係の一部の国家資格について、正規課程とは別に、附帯事

業による通信制が行われており、平成２２年４月時点で４２，０００名の在籍者数を有し

ている。しかし、正規課程と違って消費税が課税されるなど、学ぼうとする学生に不利益

が生じている。これは、専修学校の立派な実績でもあるので是非正規課程として、通信制

を実施していく道筋を示してほしいとの意見が出された。 
 
２．専修学校の通信制の学科の認可について	
 

	
 総会資料（P.54）別表３にある通信制の学科に係る教員数に一部誤りがあり、文部科学

省に対して該当箇所の訂正を依頼中であることが報告された。	
 

	
 通信制の学科の認可については、今後他県の事例を見ながら検討していきたいとの意見

が出された。	
 

 
（まとめ）	
 

専修学校の通信制導入に係る取組み・審査基準の改正状況については、今回の調査の結

果、単位制では１１県、通信制では１２県が検討中であると報告された。また、今後通信

制を審査・認可する都道府県が出てくれば、認可までのプロセスを審査基準策定の参考事

例とすること。そのためには全審連として各都道府県における通信制の審査・認可状況調

査を実施し、審査基準を早期に整備することが必要であることも、確認された。 


